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多様な専門分野のサ ンプル論文を用いた

ア カ デ ミ ック ・ラ イ テ ィ ング の 指 導 法
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本報告は、専門分野が多様な研究留学生のクラスにおける日本語によるライティング ・スキルの指導

法を論 じたものである。専門分野による書き方の違いに対応するために、受講1者自身に選ばせた自分

の研究テーマに関連するサンプル論文の読解や分野別の練習を行った。論文構成力の養成にはサンプ

ル論文の構成を検討することが有効であること、表現力の養成には論文でよく用いられる構成要素、

展開パターン、典型的な文型 ・表現をサンプル論文から抽出する作業が効果的であることがわかった。
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1.は じ め に

日本の大学や大学院で学ぶ留学生 にとって、 日本

語で論文 を書 くことが 日本語学習の最終 目標 となって

いるケースが少な くない。筆者 らが最近実施 した留学

生 ・外国人研究者対象の調査1)で は、 目標 とす る日本

語作文能力を 「研究論文が書ける程度」とす る割合が、

分析対象とした回答者全体の45%(文 系80%、 理系

37%)に 上っている。 また、 日本語の論文を書 く必要

がな くても、授業の レポー ト、研究計画書、研究発表

レジュメな どを 日本語で書 くことが求め られる分野 も

多 いl),2)。しか し、留学生等の作文能力は教員が期待

する レベル に比べて有意に低 く1)、 留学生が学術的文

章を書 くためのアカデミック ・ライティングのスキル

を十分に習得しているとは言いがたい 。

学術的文章 を書 くこと、すなわちアカデミック ・ラ

イテ ィングにおいては、専門用語、研究方法 に即 した

フォーマットなど、専 門分野 によって異なる学習項 目

も存在す るが 、学 術的文章で用 い られ る基本 的な文

型 ・表現、学術的文章一般の構成や各部分の構成要素

な ど、アカデミック ・ライティングの土台 となる、分

野に共通した学習項 目もある。二通 ・佐藤やアカデミ

ック ・ジャパニーズ研究会 による開発教材3),4)は 、 日

本語教員が、多様 な専門分野 の留学生を対象に、分野

に共通 した項 目の指導が行 えるように作 られた教材で

ある。これらは、様々な専門分野の留学生を対象にレ

ポートや論文の書き方を指導する際の好適なガイ ドに

なりうる教材である。特に後者は、文系と理系で論文

の構成や文型 ・表現に違いがあることを明示し、多様

な専門分野の45編 の論文を素材とした33頁 に及ぶ例

文集を付けるなど、分野による違いに配慮している。

しかし、どの分野でも使えるということは、結局ど

の分野の学習者にも不十分であるということであり、

これらの教材を用いただけでは、学習者の専門に応じ

た指導を行う上で限界があることは否めない5),6)。学

習者の専門分野の学術的文章の構成要素や文型 ・表現

の特徴により即応したライティング ・スキルを養うた

めの指導法が必要とされている。

本稿では、東北大学大学院国際文化研究科の共通科

目である研究スキル養成のための授業の実践報告を行

い、様々な専門分野の研究留学生 注1が共存する日本

語クラスでアカデミック ・ライティングの指導を行う

際の効果的な方法について考察する。
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2.授 業 科 目の 概 要

2.1科 目開設の経緯

東北大学大学院国際文化研究科は、1993年 の教養

部改組にともない、学部の教育課程を持たない独立研

究科として発足した。文系 ・理系にわたる17講 座か

らなり、2006年5月 現在、修士課程 ・博士課程合わ

せて229名 が在籍している。そのうち外国人留学生は



86名 で、37.6%を 占めている。

同研究科では、ほとん どの学生 に研究上高度の外国

語能力が求め られ ること、独立研究科であるため研究

の基礎的訓練が十分 とは言えない こと、な どか ら、外

国語 による研究スキルの養成が課題 とされていた。 こ

れを受 けて、2006年 度よ り、研究科の共通科 目とし

て、 「研究のための英語 スキル」、 「研究のための日本

語スキル」という2つ の授業科 目が新設 された。原則

として、前者は英語を母語としない学生、後者は 日本

語 を母語 としない学生を対象とする。いずれも第1学

期(4月 ～7月)に 開講 される2単 位の授業である。

本稿は、 これ らのうち、同研究科 に協力教員 として

所属す る筆者が担 当した 「研究 のため の 日本語スキ

ル」(2006年 度)の 実践報告である。なお、 この授業

と、全学対象の 日本語補講 プログラム 「東北大学外国

人留学生等特別課程」の上級前期 日本語応用の授業科

目 「P5」 を同時に開講 して合同授業 とし、全学 の留

学生が受講可能な形式をとっている。

2.2授 業の 目的

「研究 のための 日本語スキル」の2006年 度の講義

題 目は 「日本語 による口頭発表 と論文作成」であり、

授業の 目的と概要は、 「研究活動 に必要 な外国語運用

能力を高めることを目的に、 日本語による効果 的な 口

頭発表の方法および 日本語による論文作成法について

実際的なスキルを学ぶ」 ことである7・。

また、学習の到達 目標 は、当初、(1)日 本語 で5分

間のプレゼ ンテーシ ョンができるようになること、(2)

3ペ ージ程度の日本語論文を書 くこと、で あった。 し

か し、後述の事情によ り、実 際には10分 間の発表 を

行 った。 また、ライティ ングについて は、 「論文」の

みならず 「研究計画書」も可とすることとした。

受講者の主体 は、修士論文執筆 を最終的なゴール と

しつつ、そのための研究計画の発表を当面の目標 とし

ている修士課程1年 次学生である。このため、ライテ

ィングでは、特に発表 レジュメおよび修士論文の書き

方の指導が求め られる。 しか し、それ らの指導は、各

ジャンルの特徴 に配慮す る必要はあるが、一般的な学

術論文のライテ ィング指導の枠内で行 うことが可能で

あると考え、「論文作成」の指導を授業の眼目とした。

2.3受 講 者

表1受 講者の専攻分野

受講登録者は21名 で、うち17名 が授業終了時まで

継続的に受講 し、発表 を行 った。17名 のうち 「研究

のための日本語スキル」の登録者は13名 、「P5」(上

級前期 日本語応用)の 登録者は4名 であった。受講者

の専門分野は、表1か ら明 らかなように、多岐にわた

って いる。受講者の身分は修士課程1年 生が13名 、

2年 生が3名 、研究生1名 であった。また、受講者の

母語は、中国語13名 、韓国語1名 、モ ンゴル語2名 、

スペイン語1名 であった。

3.授 業 の 方 法

3.1授 業 日程

授業 日程を表2に 示す。授業のなかばに研究計画

発表会を実施したのは、受講者の大半を占める国際文

化研究修士課程1年 次学生がその3～4週 間後に 「研

表2授 業日程



究題目発表会」で研究計画を発表することになってい

たためである。その発表時間に合わせて、授業での発

表時間も10分 間とした。なお、国際文化研究科の2

年次学生、研究生、同研究科以外の受講者の研究(計

画)発 表は、最後の研究発表討論会で実施した。

3.2教 材

教科書として、アカデミック ・ジャパニーズ研究

会の開発教材4》を用いた。この教科書は、文系 ・理系

を問わず様々な専門分野の論文にほぼ共通して認めら

れる構成要素や展開パターンを示している。主要な内

容例として、序論の構成要素と展開パターンを付録1

に示す。また、受講者の専門分野に即したアカデミッ

ク ・スキルを養うために、受講者の研究テーマに関連

する内容の論文(以 下、サンプル論文)や 研究発表レ

ジュメを教材として取 り上げ、その読解 ・分析を通じ

て論文の構成や書き方への気づきを促すという方策を

立てた。これらの教材については次節で詳述する。

3.3成 績評価

評価は、課題作文30%、 研究発表30%、 学期末に

提出する日本語論文40%の 割合で行った。

4.分 野 の 多 様 性 へ の 対 応 策

受講者の専門の違いに配慮したライティング指導

を行うために、(1)サ ンプル論文の読解、(2)分 野別

の練習を取り入れた。

4.1サ ンプル論文の読解

教科書にある学習項目の運用を促すためには、それ

らが実際に自分の専門分野の論文等で使用されている

ことを確認することが有用である。また、ある学習者

の分野では、教科書に示された典型的な例とはやや異

なる文型 ・表現や展開パターンが用いられている可能

性もあり、そのことを発見することもその分野の学習

者にとって重要である。

そのような見地から、 読解用のサンプルとなる論

文を収集するため、初回の授業で、各自の研究テーマ

に関連する論文のコピーの提出を求めた。提出された

17編 の文献のうち、論文としてジャンルが明記され

ているものは6編 研究発表要旨、研究ノー ト、レビ

ューが各1編 であった。残りの8編 にはジャンルの記

載がなく、概説的なものが多かった。

サンプル論文としては、原著論文と認定されたもの

で、バランスのとれた構成を持ち、各部分の展開パタ

ーンが明確なものが望ましい。しかし、今回の授業で

は、原著論文以外の研究文献も、各ジャンルのサンプ

ルとして有用であり、また、利用目的によっては十分

に教材としての役割を果たしうると考えられたため、

明らかに研究文献からはずれるものを除いては再提出

を求めることはせず、「サンプル論文」として扱った。

論文作成指導のほぼすべての段階においてサンプ

ル論文を利用した。以下に具体的な利用方法を示す。

4.1.1論 文の構成の理解

論文の条件の一つとして、論旨が首尾一貫している

ことがある。そのことを認識させるために、序論と結

論が問いと答えの形で対応しているかどうかを、サン

プル論文を用いてチェックさせた。

また、サンプル論文の構成を示したリス トを作成し、

論文の適切な構成の仕方について検討させた。このリ

ス トは受講者に作成させてもよい。

4.1.2本 文の構成要素の学習

教科書によって、論文の構成要素、展開パターン、

各構成要素を表す典型的な文型 ・表現を提示した後、

サンプル論文から抜粋した数例の文章を示 し、自分の

専門分野に近いものを中心に、文型 ・表現のチェック、

構成要素の記号の記入、展開パターンの認定などの練

習を行わせた。練習の後、授業担当者が書画カメラを

用いて、サンプル論文の当該部分を拡大コピーしたも

のにその場で記入する形で解答を示した。付録2に 、

序論の書き方の練習の解答例を示す。

4.1.3論 文要旨の書き方の学習

この練習は論文の本文の書き方の学習が終わった後

に行った。論文要旨の構成要素とその展開パターンに

ついて気づきを促すために、サンプル論文の中の論文

要旨の例を取 り上げ、注目すべき文型 ・表現に下線を

引いて受講者に提示し、構成要素と展開パターンを認

定させた。この練習を通じて、受講者は、論文要旨に、

(目的の提示 ⇒)研 究行動の確認 ⇒ 結論の提示と

いう典型的な展開パターンがあることを自ら発見する

ことができる。

4.2分 野別練習

サンプル論文を利用 しない練習や課題においても、



専門分野の違いを考慮に入れて出題の仕方を工夫した。

以下、その主な例を列挙する。

4.2.1書 き言葉の特徴の理解

教科書の例文集に掲載されている実際の論文からと

った例文を、口語表現を用いて書き換えて受講者に提

示し、受講者の専門に近い分野の例文を中心に、論文

らしい文章に改めさせた。問題例を付録3に 示す。

4.2.2文 型 ・表現の学習

研究科の研究発表会や講座のゼミでの研究発表レジ

ュメ15編 程度のコピーを配 り、2人1組 で、使われ

ている文型 ・表現を書き出させた。受講者の専門分野

にできるだけ近い分野のレジュメを配って検討させた。

受講者が抽出した文型 ・表現をまとめて、参考資料と

して配布した。今回の授業では、国際文化研究科の過

去の研究題目発表会の発表レジュメを利用し、研究方

法を記述した部分についてこの練習を行った。研究計

画発表レジュメ作成の基礎練習として効果的であった。

4.2.3文 型 ・表現の運用

論文の構成要素を表す文型・表現を1つ ずつ用いて、

各自の研究テーマの内容で50字 程度の短文を作らせ

た。今回の授業では、序論の書き方を指導した後、序

論の7つ の構成要素について作文を課した。

4.2.4考 察の書き方の学習

本論の考察の部分の書き方について指導した後、教

科書第9課 もしくは第12課 の課題作文を授業時間外

の課題として書かせた。前者では図表のデータを説明

して原因の考察を行 う展開パターン、後者では論点を

提示して先行研究を引用し、自己の見解を述べる展開

パターンを用いた。一般には、理系では前者、文系の

多くの分野では後者が有用であると考えられるが、自

分の研究に有用と見なされる方を選ばせた。また、教

科書の課題の素材を使わずに、自分の研究テーマの内

容で書いてもよいとした。

5.授 業 評 価

授業終了時まで受講を継続した17名 の受講者を対

象に、授業についての感想や要望を問うアンケー ト調

査を実施 した。15名 から回答があり、今後の授業実

施の参考になる有益なデータや提言が得られた。以下、

本稿の主な論点である多様な専門分野に応じた論文作

成指導についての意見を中心に報告する。

5.1専 門分野の多様性についての意見

アンケー ト調査の中で、多様な専門分野の学生がい

るクラスで研究のための日本語スキルを学ぶことにつ

いてどう思うかたずねた。

この質問に対しては、予想以上に多くの肯定的な回

答が寄せられた。否定的な回答は2例 にすぎず、その

他 「仕方がない」という回答が1例 見られたほかは、

すべて、多様な専門分野の学生が同じクラスで学ぶこ

とに積極的な意義を見出していた。代表的な意見とし

て、「いろいろな書き方を学ぶことができる」、「視野

が広がる」、「いろ(ん)な 専門分野の人と交流ができ

る」などがあった。中でも、専門分野に応じて論文作

成の相違点を教えてくれたので他分野への興味が生じ、

良い点を学ぶことができた、という評価や、分野が違

うからこそ内容にとらわれず形式的な面についていろ

いろアドバイスをもらった、という意見は、多様な専

門分野の留学生が分野の違いを意識しつつ研究のため

のスキルを学ぶことのプラス面を強調したコメントで、

この授業の指導方針が間違っていないことを印象づけ

るものであった。

5.2論 文作成指導についてのコメン ト

アンケー トのその他の部分で見 られた論文作成指

導についての主なコメントを以下に記す。回答の文体

を統一し、助詞等の明らかな誤りは修正して記載する。

a)4レ ベルの 「論文作成」という授業注2をさきに受け

た方がいい。もちろん、この授業は役に立った。

b)学 位論文をうまく書きたいとしたら研究のための

日本語スキルを身につけた方がいい。日本語が上手に

できても、正しい論文の書き方がわかるとは限らない。

c)サ ンプル論文を利用した練習はいいと思う。まず、

論文を捜す ことにより、どういうのが論文として使え

るかを勉強することができた。また、それらの論文を

利用した練習も当然学生にとって大事なことだと思う。

d)自 分の研究に密接的関係のある論文をサンプルと

して説明してくれたので、分かりやすかった。論文の

構造と表現の仕方が一目瞭然でよかったと思う。、

e)論 文な りの言い方、各構成部分のモデルを捜す練

習が特に役に立った。

f)こ の授業は論文を読むことにも役に立った。少 し



ずつ要点を掴んで早 く読む ことができるよ うになって

きた気がす る。多分、論文の構成や、各部分 の役割の

勉強の効果だ と思 う。

g)研 究とは何か、どのよ うにやるのか、実は 日本語の

スキルの授業でわかった。

6.お わ りに

本稿では、留学生を対象 としたアカデミック ・ライ

ティングの指導法として、サンプル論文を利用した論

文読解や、専門分野の違いを考慮した練習の方法を示

し、それ らが論文の構成を理解させ、その適切な書き

方を習得させる上で効果的であることを示した。また、

アンケー トの回答からは、多様な専門分野の留学生が

ともに学ぶことの意義に着目し、その利点を生かすこ

とが必要であるという示唆を得た。

今後の課題は、サンプル論文の選定や研究発表レジ

ュメ作成の指導において、受講者の指導教員(専 門教

員)と の連携をとり、より実効性の高いアカデミック・

ライティングの指導体制を構築することである。

注

注1大 学院に所属する留学生のほか大学院入学の準備段階

にある研究生や研修生も含めて研究留学生と総称する。

注2日 本語補講の中級後期作文の授業(W4)。P5と 同じ教

科書を用い、教科書に忠実に作文練習を行っている。
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付録1序 論の構成要素と展開パタ-ン

付録2序 論の書き方 練習問題の解答例



出典:山 橋 幸子 「「て くれ る」 の意 味機 能― 「て あげ る」

との対 比 にお いて― 」 『日本 語教 育 』103,pp.21-

30,1999)

付録3書 き言葉の特徴 練習問題

出 典:参 考 文 献(4)p.103,p.105

※ 口語表現に改めた箇所に下線を付した。実際の練習

の時には下線は付けない。

      T Academic Writing 

 i I in Various Research Fields

              SATO, Sekiko 

Center for the Advancement of Higher Education, Tohoku University

This report is focused on how to improve writing skill in Japanese at a class of international graduate 

students from various research fields. In order to cope with the difference in writing method among 
various fields, the author let the students choose sample articles related to their research subject as 
reading materials. Besides the author prepared exercises according to each student's research field. 
The class activities made it clear that it is useful to investigate the construction of the sample articles 

to improve students' skill of structuring research papers. Also it became clear that exercises in 
extracting constituents of articles, discourse patterns and typical expressions form sample articles are 

effective to enable the students to write research papers properly.
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